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　日本人の 3 大死因のうち、心疾患と脳血管疾患について、欧米では社会的な支え（social support；自分の周
囲に心身を支え安心させてくれる周囲の家族、友人や同僚などの存在）が少ないと心筋梗塞の発症や死亡のリ
スクが高くなるという研究結果が出ている。しかし、我が国ではこれまで社会的な支えとそれら疾患の発症・
死亡の関連についての調査報告はなかった。国立がんセンター の津金昌一郎氏を主任とする研究班は、日本人
においても、社会的な支えが少ないグループでは、支えが多いグループに比べて脳卒中による死亡リスクが高
く、この関連は男性でより顕著であることを明らかにした。脳卒中の発症については関連が見られなかったこ
とから、社会的な支えは脳卒中の予防よりも、脳卒中に罹った後の病状回復にとって重要であると考えられる。
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　日本人の 3 大死因である、がん・心疾患・脳血
管疾患、および糖尿病などの成人病は、食事・運動・
喫煙・飲酒などの生活習慣と大きな関わりを持つ
ことが知られている。これらの疾病は生活習慣を
改善することによって、ある程度未然に防ぐこと
が可能であると考えられてきた。一方、欧米では、
社会的な支え（social support；自分の周囲に心身
を支え安心させてくれる周囲の家族、友人や同僚
などの存在）が少ない場合にも、虚血性心疾患の
一つである心筋梗塞の発症や死亡のリスクが高く
なるという研究結果が出されている。しかし日本
においては、これまで、社会的な支えと、心疾患
や脳血管疾患の発症・死亡の関連についての調査
報告はなかった。 
　国立がんセンターの津金昌一郎氏を主任とする、
厚生労働省がん研究助成金による指定研究班は、
「多目的コホート注）に基づくがん予防など健康の
維持・増進に役立つエビデンスの構築に関する研
究」の一端として、日本人における社会的な支え
と脳卒中による死亡リスクとの関連を初めて明ら
かにし、2008 年 1 月 31 日付けの米心臓学会誌
Stroke に論文発表するとともに、同研究班の HP
において 2 月 6 日付けで研究成果を発表した 1、2）。
　研究班は、1993 年に茨城県、新潟県、高知県、
長崎県、沖縄県の 5 保健所管内に在住していた 40
～ 59 歳の男女約 4 万 4,000 人を対象にして、は
じめに社会的な支えに関するアンケートを実施し
た。その内容は①心が落ち着き安心できる人の有
無、②週 1 回以上話す友人の人数、③行動や考え
に賛成して支持してくれる人の有無、④秘密を打
ち明けることのできる人の有無、である。回答を
点数化し、社会的な支えの程度別に、「とても多い」、
「多い」、「ふつう」「少ない」の 4 グループに分け
た。その後、2003 年までの約 10 年間にわたり、
脳卒中と心筋梗塞の発症・死亡数の追跡調査を行
い、そのリスクをグループ間で比較し、社会的な
支えとそれら疾病との関連を調べた。
　調査期間中、1057 人が脳卒中に罹り、327 人
が死亡した。また、心筋梗塞では 301 人の発症と
191 人の死亡が確認された。これらの数値と、上
記の 4 グループとの関連を分析したところ、脳卒
中による死亡リスクについては、社会的な支えの
「とても多い」グループに比べると、「少ない」グルー
プでは男女計では 1.5 倍、男性では 1.6 倍、女性
では 1.3 倍ほど高いという結果が得られた。一方、
脳卒中の発症、心筋梗塞の発症および死亡につい
ては、社会的な支えとの関連は見られなかった。
　この結果より、社会的な支えが少ないグループ
では、社会的な支えが多いグループに比べて脳卒
中による死亡リスクが高く、この関連は男性でよ
り顕著であることが明らかになった。しかし、社
会的な支えの低さと脳卒中の発症リスクとの間に
は関連が無かったことから、社会的な支えは脳卒
中の予防よりも、脳卒中に罹った後の病状回復に
とって重要であると考えられる。今回の研究結果
から、核家族化・高齢化が進行する日本の社会に
おいて、孤立しないように発病者を支えてくれる
身近な人の存在の重要性が改めて示された。
注　多目的コホート：当研究の場合、さまざまな
疾病の原因究明と、それぞれの疾病に対する有効
な予防法の開発を目的として設定された、研究対
象である集団（コホート）を指す。
